
防
研
セ
ミ
ナ
ー

時
代
を
読
み
解
くシリ

ー
ズ

防

研

セ

ミ

ナ

ー

テーマをさらに深掘り

「防研セミナーブリーフィング」

　執筆者の富川室長が今回

のテーマをさらに深掘りし

て解説し、防衛省職員と突

っ込んだ議論を行う「防研

セミナーブリーフィング」

が８月�日（月）午後３時

～４時まで、市ヶ谷のＦ１

棟６階「国際会議場」で開

かれます。参加者・聴講者

は隊員に限定します。ご興

味ある方は奮ってご参加く

ださい。▽問い合わせ＝防

研企画調整課�―３２６８―３１

１１（内線２９１７７）まで。

　１９７１（昭和�）年生まれ、兵庫県出身。千葉大学法

経学部卒業、東京大学大学院経済学研究科修士課程

修了（経済修士）、同博士課程中退、豪国防大学防

衛戦略研究課程修了、英シェフィールド大学東アジ

ア研究課程修了（修士・東アジア研究）。２００３年防衛

研究所。専門は東南アジア諸国の経済・産業政策で、

グローバルな防衛装備ビジネスや国際安全保障の経

済的側面なども研究。主な研究論文に「国防イノベ

ーション・エコシステムのマネジメント」『国際安

全保障』第�巻第１号（�年６月）など。

懸

念

の

声

上

が

る

「

軍

の

二

重

機

能

」

　

２

０

２

５

年

３

月

、

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

の

国

民

会

議

（

下

院

議

会

に

相

当

）

は

「

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

国

軍

に

関

す

る

法

」

の

改

正

案

を

可

決

し

た

。

　

そ

の

概

要

は

、

現

役

軍

人

が

就

任

可

能

な

文

官

ポ

ス

ト

と

国

軍

の

任

務

範

囲

の

拡

大

、

そ

し

て

軍

人

の

退

職

年

齢

の

延

長

の

３

点

で

あ

っ

た

。

し

か

し

、

こ

の

内

容

に

つ

い

て

軍

の

影

響

力

を

拡

大

さ

せ

る

恐

れ

が

あ

る

と

し

て

批

判

が

起

き

て

い

る

。

　

就

任

可

能

な

文

官

ポ

ス

ト

の

拡

大

に

つ

い

て

は

、

か

つ

て

軍

人

が

国

家

機

関

に

幅

広

く

関

与

し

、

権

勢

を

ふ

る

っ

た

ス

ハ

ル

ト

政

権

（

１

９

６

７

～

�

年

）

時

代

の

慣

行

で

あ

る

「

軍

の

二

重

機

能

」

の

再

現

に

つ

な

が

る

と

懸

念

さ

れ

て

い

る

。

　

当

時

の

国

軍

は

権

威

主

義

体

制

を

支

え

、

民

主

化

勢

力

の

弾

圧

に

関

与

し

て

い

た

。

そ

の

反

省

か

ら

、

民

主

化

改

革

の

過

程

で

軍

人

が

兼

務

可

能

な

ポ

ス

ト

を

制

限

し

て

き

た

経

緯

が

あ

る

。

加

え

て

、

同

改

正

案

の

国

会

審

議

に

お

け

る

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

決

定

過

程

が

不

透

明

で

あ

っ

た

点

に

も

批

判

が

上

っ

た

。

　

た

だ

し

、

現

行

法

で

も

軍

事

的

な

専

門

性

が

求

め

ら

れ

る

ポ

ス

ト

に

現

役

軍

人

が

就

く

こ

と

が

認

め

ら

れ

て

お

り

、

今

回

、

新

た

に

追

加

さ

れ

た

国

境

管

理

庁

、

国

家

防

災

庁

、

国

家

テ

ロ

対

策

庁

、

海

上

保

安

庁

、

検

事

総

長

室

に

は

既

に

国

軍

か

ら

の

出

向

者

が

勤

務

し

て

き

た

経

緯

も

あ

る

。

　

文

民

統

制

後

退

へ

の

懸

念

に

つ

い

て

は

、

原

案

に

あ

っ

た

海

洋

水

産

省

の

ポ

ス

ト

が

審

議

過

程

で

削

除

さ

れ

て

お

り

、

議

会

の

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

は

一

定

程

度

効

い

て

い

る

と

言

え

よ

う

。

　

第

二

の

論

点

で

あ

る

任

務

範

囲

の

拡

大

は

、

軍

事

行

動

以

外

の

活

動

と

し

て

、

サ

イ

バ

ー

脅

威

対

応

へ

の

支

援

と

在

外

自

国

民

の

保

護

・

退

避

支

援

の

２

つ

が

追

加

さ

れ

た

。

　

こ

の

背

景

に

つ

い

て

国

防

大

臣

は

、

グ

ロ

ー

バ

ル

な

地

政

学

的

変

化

や

サ

イ

バ

ー

戦

・

ハ

イ

ブ

リ

ッ

ド

戦

争

な

ど

非

従

来

型

の

脅

威

に

対

し

て

も

軍

は

対

処

す

る

必

要

が

あ

り

、

そ

の

法

的

根

拠

を

与

え

る

た

め

だ

と

説

明

し

て

い

る

。

言

論

制

限

の

口

実

に

さ

れ

る

危

険

性

指

摘

　

一

方

、

市

民

グ

ル

ー

プ

は

、

サ

イ

バ

ー

脅

威

の

要

件

が

明

確

で

な

く

、

政

府

批

判

な

ど

Ｓ

Ｎ

Ｓ

上

で

の

言

論

を

制

限

す

る

口

実

に

利

用

さ

れ

る

危

険

性

を

指

摘

し

て

い

る

。

　

国

防

省

情

報

局

が

今

年

３

月

、

デ

マ

を

拡

散

し

国

家

分

裂

を

扇

動

す

る

者

に

対

し

て

情

報

作

戦

を

実

施

し

た

と

発

表

し

た

際

、

こ

れ

が

批

判

を

行

う

者

を

標

的

と

し

た

も

の

で

は

な

い

点

を

強

調

し

た

。

　

在

外

自

国

民

の

保

護

・

退

避

支

援

に

つ

い

て

は

、

２

０

１

１

年

の

ソ

マ

リ

ア

沖

ハ

イ

ジ

ャ

ッ

ク

事

件

で

の

人

質

救

出

や

、

�

年

の

中

国

・

武

漢

、

�

年

の

ア

フ

ガ

ニ

ス

タ

ン

か

ら

の

自

国

民

退

避

支

援

が

政

治

判

断

の

下

で

実

施

さ

れ

て

き

た

経

緯

を

踏

ま

え

、

海

外

で

の

活

動

に

つ

い

て

法

的

裏

付

け

を

与

え

る

必

要

が

あ

っ

た

と

す

る

。

　

以

上

の

よ

う

に

同

法

改

正

は

、

総

じ

て

現

状

の

追

認

や

環

境

変

化

へ

の

対

応

を

目

的

と

し

て

お

り

、

こ

れ

を

以

て

「

軍

の

二

重

機

能

」

の

再

現

を

危

惧

す

る

の

は

少

し

厳

し

い

見

方

か

も

し

れ

な

い

。

閣

僚

ポ

ス

ト

得

る

多

く

の

軍

関

係

者

　

一

方

で

、

プ

ラ

ボ

ウ

ォ

政

権

で

は

、

規

定

の

な

い

文

官

ポ

ス

ト

へ

の

軍

人

の

登

用

（

指

名

者

は

後

に

除

隊

）

や

自

身

の

元

秘

て

き

書

官

の

高

位

ポ

ス

ト

へ

の

抜

擢

が

批

判

さ

れ

、

政

府

・

国

軍

は

説

明

に

追

わ

れ

た

。

　

ジ

ェ

ト

ロ

・

ア

ジ

ア

経

済

研

究

所

の

川

村

晃

一

調

査

員

は

、

ジ

ョ

コ

ウ

ィ

前

政

権

末

の

移

行

期

か

ら

既

に

、

政

治

指

導

者

に

よ

る

権

力

濫

用

の

兆

し

が

あ

る

点

を

指

摘

し

て

い

る

。

　

当

時

、

資

格

要

件

を

満

た

し

て

い

な

い

ギ

ブ

ラ

ン

現

副

大

統

領

（

ジ

ョ

コ

ウ

ィ

前

大

統

領

の

長

男

）

の

立

候

補

が

憲

法

裁

判

所

長

官

（

前

大

統

領

の

義

理

の

弟

）

に

よ

り

特

例

と

し

て

認

め

ら

れ

た

こ

と

や

、

大

連

立

に

参

加

す

る

各

党

が

新

政

権

発

足

後

に

配

分

さ

れ

る

閣

僚

ポ

ス

ト

の

増

加

を

求

め

、

ポ

ス

ト

の

上

限

を

定

め

る

国

家

省

庁

法

の

改

正

を

支

持

し

た

こ

と

な

ど

は

そ

の

一

例

と

し

て

挙

げ

ら

れ

る

。

　

ま

た

、

プ

ラ

ボ

ウ

ォ

政

権

下

で

は

、

多

く

の

軍

出

身

の

政

治

家

が

閣

僚

ポ

ス

ト

を

得

て

お

り

、

ま

た

自

身

の

公

約

で

あ

る

無

償

給

食

プ

ロ

グ

ラ

ム

実

施

に

国

軍

を

活

用

し

て

い

る

。

　

も

し

、

国

民

が

政

治

・

社

会

に

対

す

る

軍

の

影

響

力

の

適

切

な

管

理

を

求

め

る

の

で

あ

れ

ば

、

国

軍

の

個

別

の

動

向

だ

け

で

は

な

く

、

文

民

統

制

を

担

う

政

治

指

導

者

の

法

治

主

義

や

権

力

分

立

に

対

す

る

姿

勢

に

焦

点

を

当

て

評

価

す

る

こ

と

が

重

要

と

な

る

。


